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テ
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節
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節
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節
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節
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ム

の
変

容

1
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〈
序

〉

旧
西
ド
イ

ッ

(ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
。
以

下
、
西
ド
イ

ツ
ま

た
は
西
独
と
す

る
)

で
は
、

一
九

六

〇
～
七

〇
年
代

に
か
け

て
、

い
わ

ゆ

る
区
域
改
革

(
∩
甲㊥
ぴ
一Φ
叶ω
N
①
hO
同目
P)
と
称

す

る
自
治
体
合

併
が
進
行

し
た
。

こ

の
改
革

は
、
当
時
存
在

し
た

八

つ
の
広
域
州

で

の
各

州

の

発
議

に
基
づ
き
、
ま

た
州
政
府

の
与
党
構
成

の
相
違

と
は
関
係

な
く
ほ

ぼ
同
時

に
ま
た

比
較
的

順
調

に
進
行

し
た

(無

論
改
革

の
内
実
は

異
な

っ
た

が
)
。
同
時

に
こ
の
時
期

は
、
連
邦
政
府

に
お
け

る
大
連
合

か
ら
社

会

・
自
由
連

合

へ
の
政
権
交
代

の
時
期
と
重

な

っ
て
お
り
、

旧
来

の
政
党
は
内
部
組
織

の
あ
り
方

や
政
党

間
関
係

の
態
様
を
め
ぐ

っ
て
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
い
た
。

本
稿

は
、
こ

の
時
期

の
区
域
改

革
と
政
党

シ

ス
テ
ム

の
変
容
と

を
関
連

さ
せ

て
、
そ
れ
ら
が
市

町
村

(
Ω
Φ
日
o
ぎ
◎
Φ

以

下
、
ゲ

マ

イ

ン
デ
と

す

る
)

と

郡

(
寄

Φ
房
ま

た

は

い
。・
巳

町

Φ
一ω
1

以

下

、

ク

ラ
イ

ス
と

す

る
)

と

い
う

西

ド

イ

ッ

の
自

治

体

(
内
。
ヨ
8
巨

Φ
)

レ

ベ
ル
で
ど

の
よ
う

に
進
行

し
た

の
か
を
探

る
こ
と
を
目
的
と

し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ

の
変
化

を
基
底

の
レ
ベ
ル
で
観
察

し
、
同
時

に
政

治
文
化

の

「根
」

の
部
分

の
変
容
を
点

検
す

る
こ
と
を
意
味

し

て
い
る
。
従
来

、
七

〇
年
代

の
政
党

シ
ス
テ
ム

の
変
動

に

つ
い
て
は
、
連

邦
政
府

で
の
政
権
交
代

に
伴
う
、
ω

社
会

民
主
党

(以
下
、

S
P

D
と
す
る
)

の

「改
革

ユ
ー

フ
ォ
リ
ア
」
か
ら
生
ま
れ
た
党

組
織

の
拡

大
と
活
性
化

、
②

野
党

に
ま
わ

っ
た
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟

(以

下
、

C
D
U
と
す

る
)

の
七

二
年

選
挙

で
の
敗
北
を
契

機
と
す
る
同
党

〔
1

V

の
組
織
立

て
直

し
と
大
衆
化

、
と

い
う
連
邦

レ

ベ
ル
で

の
文
脈

の
中

で
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た

。
無
論
、

こ
れ
ら

の
説
明
は
了
承

し
う

る
と
し

て
も
、
地
方
政
治

の
領
域

で
は
、
自
治
体
行

政

の
現
代
化

に
伴
う

政
党

の
側

の
適
応
、
地
方

レ

ベ
ル
で

の
政
党
と
諸
団
体

の

関
係

の
変
化
、
そ
こ
で
の
世
代
交

代
、
そ
れ
と
も
関
連
す
る
名
望
家

政
治

の
衰

退
な
ど

の
独
自

の
論
理
が
介

在
し
た

の
で
あ

る
。
本
稿

は
、

こ
れ
ら

の
問
題
を
通
し

て
地
方

で
の
行

政
と

関
わ
る
政
治

の
変
化
を

や
や
仔
細

に
検
討
す

る
こ
と
を

目
指

し

て

い
る
。

と

こ
ろ
で
、
上
記

の
問
題
を
考
察

す
る
場
合

、
存

在
す

る
数
多

く

の
自
治
体

を
対
象

と
し
て
網
羅
的

に
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
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そ

こ
で
、
以

下
で
は
改
革
後

に
行
わ

れ
た
幾

つ
か

の
現
地

調
査

の
結
果
を
素

材
と
し
、
上
記

の
問
題

の
ケ

ー

ス

・
ス
タ
デ
ィ
と

し
て
、
そ

れ
ら
を

比
較
検
討
す

る
こ
と
と

し
た

い
。

こ

の
調
査
結
果

に

つ
い
て
は
、
筆

者
が

こ
の
間
入
手

す

る
こ
と
が

で
き
た
文
献
を
利
用
す

る

の

で
、
そ
れ
ら
は
何
ら
か

の
意
味

で
の
典
型
例
を
提
供
す

る
も

の
で
は
な
く
、
そ

の
点

で
恣
意

的
と

い
う
批
判
を
免
れ
な

い
か
も

し
れ
な

い
。

た
だ

し
、
全

く
恣
意

的
と

い
う

わ
け

で
は
な
く
、
取
り
上
げ

る
事
例

は
、
当
時

の
西
ド
イ

ツ
自
治

体
が
も

っ
て

い
た

四

つ
の
類
型

に
対
応

す

る
次

の
四
州
、
即
ち

ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州

(北
ド
イ

ッ
評
議
会
制
)
、
バ
ー
デ

ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

(南

ド
イ

ッ
評
議
会
制
)
、

ヘ
ッ
セ

ン
州

(参
事
会

制
)
お
よ
び

ラ
イ

ン
ラ
ン
ト

・
プ

フ
ァ
ル
ッ
州

(市
長

制
)

で
の
幾

つ
か

の
自
治
体

を

ア
リ
ー

ナ
と
す
る
も

の
と

し
た
。
ま

た
調
査
対
象

地
は
農

村
地
域

で
あ
り
、
そ

の
点

で
も
分
析

は
部
分
的
だ

が
、
以

下

の
叙

述
を
も

っ
て
、
上
記

の
課
題
を
解

明
す

る
た
め

の
さ
し
あ
た
り

の
手
懸

り
と

す
る
こ
と

に
し
た

い
。
な

お
、
本
稿
は
区
域
改
革

の
分
析
自
体

は
目
的

に
し

て
い
な

い
の
で
、
改
革

の
根
拠
、
経
過

や
成
果

な
ど

に

つ
い
て
は
行
論

上
必
要
な
限
り

で
言
及
す
る
も

の
と
す

る
。
以
上
を
通

し
て
、
西
ド
イ

ッ
の
政
党
政
治
史

に
お
け

る
転
換
点

の

一
コ
マ
を

「
下
か
ら
」
描

出
す

る
こ
と
が
本
稿

の
狙

い
で
あ

る
。

(
注

1

)

さ

し

あ
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り
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o
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b。
旧
○
類

・
Ω
餌
訂
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興
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2
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ぴ

丙
ω
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ω
ω
(
耳

ω
騨
Y
.、勺
鷲

a

①
巳

Φ
ヨ
o
す

註

Φ

ぎ

∪
Φ
三

ω
。
巨
国
巳

…

≦
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Φ
⊆
お
o
げ
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≦

騨

○
豆
巴

Φ
戸

一
8

①
を

、

ま

た

C

D

U

に

関

し

て

は

、

O
℃
ユ
α
げ
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ヨ

…

0
年

幹

富
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o
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冒

≦
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ω
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国
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O
ω
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ぴ
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コ
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Φ
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∪
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9

一
㊤
㊤
卜。

(
邦

訳

、

『
ド
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会
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党
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後

史

』
、

岡

田

浩

平

訳

、

三

元

社

、

一
九

九

六

年

)

を

挙

げ

て

お

く

。

連

邦

制

下

の
州

レ

ベ

ル

の

C

D

U

の
党

組

織

を

扱

っ
た

も

の
と

し

て

、

9
ω
。
げ
巳

9

、、∪
冨

0
u
d
.…
い
Φ
。。
蓉

俸

じd
q
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二
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◎
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O
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。
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第
1
章

各
州
に
お
け
る
自
治
体
の
諸
制
度
と
区
域
改
革
の
概
要

本
章

で
は
、
先
ず
区
域
改
革

の
全
体
的
な
経
緯
を
概
観

し
、
次

い
で
上
述

の
四
州

に
お
け

る
自
治
体
制
度

の
骨
格

と
個

々
の
改

革

の
推

移
を
紹
介
す

る
。

こ
れ
ら

の
改
革

に

つ
い
て
予
め

一
点

だ
け
述

べ
る
と
、
合
併
後

の
旧

ゲ

マ
イ

ン
デ

の
あ

り
方

は
、
わ
が
国

で

の
今
回

の

合
併
劇
後

に
お
け

る
旧
市
町
村

の
そ
れ
と

比

べ
る
と
多
様

性
を
も

っ
て

い
る
こ
と

が
特
徴
的

で
あ

る
。

最
初

に
、
改
革
を

め
ぐ

る
全

国
的
な
状
況

に

つ
い
て
み

て

い
こ
う
。

一
九
六

〇
年
代

の
半
ば
か
ら
構
想

さ
れ
始
動

し
た
西
ド
イ

ッ
の
区
域
改
革
は
、
次

の
よ
う
な
政
治
上
、
経
済
上

の
根
拠
を
も

っ
て
い
た
。

第

一
に
、

五
〇
～
六

〇
年
代

の

「経
済

の
奇

跡
」

を
背

景
と

し
て
到
来

し
た
福
祉

国
家

の
下
で
、
給
付
行

政

の
本
格
的
な
執
行
を
担
保
す

る
た

め
に
、
受

け
皿
と

し

て
の
自
治
体

を
拡

充
す

る
こ
と
が
緊
急

の
課
題
と

さ
れ
た
。
旧
来

、
西
ド
イ

ッ
の
自

治
体
は
、
と
り
わ
け
農
村

地
帯

で
は
多
く

が

一
九
世
紀

以
来

の

(場
合

に
よ

っ
て
は
中
世
以
来

の
)
細
分
化

さ
れ
た
区
域

を
も

ち
、
ま
た
そ

こ
で
の
行
政

は
極
少
数

の
名
誉
職
職
員

に
よ

っ
て
担

わ
れ
る

こ
と
が
多

か

っ
た
。

こ
れ
ら

の
自
治
体
行
政

の
非
能
率
性

に
対

し
、
規
模
適
正
化
と
専
門
化
を
内
容

と
す

る
改
革

の
必
要
性

が
広

く
認
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

第

二
に
上
記

の
問
題
と
も

関
わ

っ
て
、

こ
の
改
革
は
連
邦

レ

ベ
ル
で
六

〇
年
代

に
進

め
ら
れ
た
国
土
整
備
計
画

の
進
展
と
関
連

し

て
い

た
。

西
ド
イ

ツ
で
は
当

時
、
基
本
法

で

い
う
と

こ
ろ

の
全
国

で

の

「
生
活
関
係

の
統

一
」

(ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ミ

ニ
マ
ム

の
達
成
)
を
目
指

し
、
連
邦

レ
ベ
ル
で
経
済

、
市
民
生
活

上

の
イ

ン

フ
ラ

・
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
を
整

備
す

る
こ
と
が
図
ら
れ

て

い
た
。

そ

の
際

、
全
公
共
投

資
事
業

の
約

三
分

の
二
を
担

っ
て

い
る
ゲ

マ
イ

ン
デ
が
計
画

の
基
底

の
単
位
を
構

成
し
、

こ
の
た
め

に
も
自
治
体

の
広
域
化
を
進

め
る
こ

と

が
企

図
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。

第

三
に
、

こ
れ
ら

の
課
題
を
遂
行
す

る
た
め

の
財
政
問
題

が
あ

っ
た
。
西
ド
イ

ツ
で
は
大
連
合
政
府

の
下
で
六
九
年

に
基
本
法

の
改

正
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が
行
わ
れ
、
財
政
分

野
で
は
弱
体
州

の
救
済
を

図
る
た
め

に
連
邦
と

の
垂
直
的
財
政
調
整
制
度

の
改
革

が
な
さ
れ
、
こ

の
改

革
は
自
治
体

レ
ベ
ル
に
も
及

ん
だ
。
従
来
、

ゲ

マ
イ

ン
デ

で
は
営
業

諸
税
が
主
な
財
源

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
地
域
的
な
格
差
を
も

っ
て

い
た
た
め
に

各

地

で
税
収

の
不
均
衡
を
生

み
、

そ

の
た
め
改
革

で
は
連
邦

・
州

の
共
同
税

で
あ

る
所
得
税

へ
の
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
参
与

が
認
め
ら
れ

(全

体

の

一
四
%
)
、
代

わ
り

に
ゲ

マ
イ

ン
デ
に
よ

る
営
業

税

の
連
邦

・
州

へ
の

一
部

上
納

が
規
定

さ
れ
た
。

こ
れ
は
ゲ

マ
イ

ン
デ
財
政

の
好

転
を
も

た
ら
し
た
が
、

こ
の
改
革
を
受
容
す

る
た
め
に
も
効
率

的
な
自

治
体
行

政

の
実
現
が
目
指
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

改
革

の
構
想

は

一
九
六

四
年

の
ド
イ

ッ
法
律
家
会
議

の
決
議

に
端
を

発
す

る
と
さ
れ

る
が
、
そ

の
前
後
か
ら
各
州

で
も
改
革
を

め
ぐ

る

計
画

の
作
成

や
調
査
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、

そ
れ
ら
を
集
大
成

す
る
形

で
六
九
年

に
行

政
法

の
権
威
ヴ

ァ
ー
ゲ
ナ
ー
教
授

が
大
著

「行
政

の
新
編
成
」
を
著

す
と
、
刷
新

へ
の
動
き
が
本
格
化

し
た
。
各

州

で
の
改

革
内
容

の
法

制
化

は
六
八

～
七

〇
年

に
か
け

て
始

め
ら
れ
、
七

六
年
ま

で
に
は
全

州

で
区
域

再
編

の
作
業
は
終
了
し
た
。
ま

た
そ
れ
と
前
後

し

て
、
州

と
自

治
体

の
間

の
事

務
再
配
分
を
行
う

い
わ

ゆ
る

機
能
改
革

が
進
展

し
、
こ
れ
も

七

〇
年

代
末
ま

で
に
ほ
ぼ
終
了

し
た

の
で
あ

る
。

そ
れ
ら

の
改
革

の
結
果
、
六
八
年

の
段
階

で
二
四
,
二
八

二
を
数
え

た
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
数

は
、

八
〇
年

の
集
計

で
八
,
四

〇
九

に
減
少
し

た
。
ま
た

ク
ラ
イ

ス
は
四
二
五
か
ら

二
三
七

へ
、
西
独

の
主
要
都
市
を
網
羅
す

る
特
別
市

は

=
二
五
か
ら
八
七

に
減

少
し
た

(他

の
行
政

単
位

に

つ
い
て
は
省
略
)
。
ヴ

ァ
ー
ゲ
ナ
ー

の
著

作

で
は
、
改
革
後

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
人

口
規
模

の
目
安

は

八
,
○

○
○
人
と
さ
れ
た

が
、

州

に
よ

っ
て
相
違

が
あ
り

、
州

の
与
党
構

成
と

の
関
係

で
見

る
と
、
傾
向
的

に
は
、
C
D
U
や
C
S
U

(
キ
リ

ス
ト
教
社
会

同
盟

バ
イ

エ
ル
ン
で
の
C

D
U
の
姉
妹
政
党

)
が
主
導
す

る
州

で
は
共
同
体

の
伝
統
を
重
視
し

て
ゲ

マ
イ

ン
デ
は
よ
り

小
規
模

に
な
り

(
バ
イ

エ
ル

ン
州
、

バ
ー
デ

ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

、

ラ
イ

ン
ラ

ン
ト

・
プ

フ
ァ
ル

ツ
州
な
ど
)
、
行
政

に
お
け

る
計
画
性

を
重

ん
ず

る
S
P
D

主
導

の
州

で
は
ゲ

マ
イ

ン
デ
は
よ
り
大
規
模

に
な

っ
た

(
ノ
ル
ト

ラ
イ

ン

・
ヴ

ェ
ス
ト

フ

ァ
ー

レ
ン
州
、

ヘ
ッ
セ
ン
州
な
ど

)
。
換
言

す

れ
ば

、
わ
が
国

の
通
念
と
は
異
な
り
、

C
D
U
や
C
S
U
な
ど

の
保
守
政
党
が
よ
り

「
分
権
的
な
」
改
革
を
志

し
、
当
時

は
社
会

工
学

的
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な
発
想
を
も

っ
て
い
た
革
新
政
党

の
S
P
D
は
よ
り

「
集
権
的
な
」
改
革
を

目
指

し
た

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う
な
形

で
成
立

し
た
自
治
体

の
新

た
な
境
界
は
、

そ

の
後

の
幾

つ
か

の
争

訟
や
そ
れ

に
伴
う

見
直
し

の
ケ
ー
ス
を
除
く
と

(代

表
的

に
は

ヘ

ッ
セ

ン
州

の
ラ
ー

ン
市

の
例
)

こ
ん

に
ち
ま

で
存

続
し

て
お
り
、
そ

の
基

本
的
な
有
効

性
が
認
め
ら
れ

て

い
る
。
付
言
す

る

と
、
統

一
後

の
東
部
新
州

で
は
、
行

政
技
術
上

の
問
題
と
ま

た
お
そ
ら
く

は
従
来

の
共
同
体

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維

持

の
た
め
に
、
九

〇

年
代

の
区
域
改
革
後
も

ゲ

マ
イ

ン
デ
は
小
規
模
な
も

の
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
ま

た
最
近

で
は
地
域

の
見
直
し
と
と
も

に
大
規
模
自
治
体

の
ク
ラ
イ

ス
の
統
合
的
な
役
割

が
注
目
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
お
り
、

さ
ら

に
は
各

レ
ベ
ル
で
の
行

政
権
限
問
題
を
含
む
連
邦
制
改
革

の

問
題

が
全

国
的
な

イ
シ

ュ
ー
と

し

て
各

方
面

で
議
論
さ
れ

て

い
る
が
、

そ
れ
ら

は
本
稿

と
は
別

の
主
題

に
属
す

る
問
題

で
あ

る
。

次

に
、

上
記

の
各

州
に
お
け
る
自
治

体

の
諸
制
度
と
区
域
改
革

の
動
き
を

み

て

い
こ
う

。

第

一
節

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク

セ
ン
州

北
海

に
面
し

て
ド
イ

ッ
の
北
西
部

に
位
置
す

る

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク
セ

ン
州
は
、
第

二
次

大
戦
後

に
イ
ギ

リ

ス
の
占
領

下
に
お
か
れ
、
そ

の

下
で
ヴ

ァ
イ

マ
ル
共
和
国
時

代

の
ブ

ラ
ウ
ン
シ

ュ
ヴ

ァ
イ
ク
と

オ

ル
デ

ン
ブ

ル
ク
、
リ

ッ
ペ
の
各
州
と

一
八
六
六
年

に
プ

ロ
イ
セ

ン
邦

に

編

入
さ
れ
た
旧

ハ
ノ
ー

フ

ァ
ー
王
国
領
が
統
合
さ

れ
て
、

一
九

四
六
年

に
発
足
し
た
新
し

い
州

で
あ

る
。

バ
イ

エ
ル

ン
に
次

ぐ
州
面
積

を

も

つ
同
州

は
、
人

口
は
七
九

〇
万
人
ほ
ど

で
、

メ

ッ
セ
で
有
名

な

ハ
ノ
ー

フ

ァ
ー
市

や
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
社

の
本
社

が
あ

る
ヴ

ォ
ル

フ
ス
ブ

ル
ク
市
を
も

つ
が
、
基
本
的

に
は
農
業
州

で
あ
り

、
傘

下

の
自

治
体

の
面
積

は
概
し

て
狭
小

で
あ

る
。

こ

の
州

の
法

人
格
を
も

つ

領
域

団
体

(
O
Φ
玄
卑
ωま

壱

霞
ω。
匿
hけ
)
と
し

て
は
、
各

州

に
共
通
す
る

(
a
)
ゲ

マ
イ

ン
デ

(後
述
す

る
特
別
市
を
含
む
)
と

(
b
)

ク

ラ
イ

ス
の
他

に
、

(
c
)
同
州

固
有

の
名
称

を
も

つ
ゲ

マ
イ

ン
デ
連
合
と

し

て
の
ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ

(ω
曽
目
茜
Φ
日
Φ
冒
匹
Φ)

が
あ

る
。

ニ

ー
ダ

ー
ザ

ク
セ

ン
州

で
は
、
他

の
広
域

州
と
同
様

に
九

〇
年
代

に
市
長

の
公

選
制
を
導

入
し
、
大
き

く
様

変
わ
り
を
し
た

が
、
以

下
の
叙
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ゲマインデ

事務総長

導指・…

▼

助 役

・
…

▼

ン
画

- 磯
儲 ∂寒吟

へr・●毎 輩

匿

ゲマインデ

議会
● ●● ●

↑選
市 民

孟盆籠 蓋

。
、
♪挙

図1北 ドイツ評議会制

(↓

述

で

は

、

区

域

改

革

時

の
上

記

の
機

関

の
あ

り

方

を

(
a
)
、

(
c
)
、

(
b

)

の
順

に
説

明

す

る
。

な

お

、

現

在

も
存

続

す

る
制

度

を

記

述

す

る
場

合

を

中

心

に
、

こ

こ

で
は
適

宜

現
在

形

の
文

章

を

用

い
る

こ
と

に
す

る
。

①

ゲ

マ
イ

ン
デ

ニ
ー

ダ

ー
ー

ザ

ク

セ

ン
州

が
イ

ギ

リ

ス

の
占
領

下

に

お

か

れ
た

こ
と

か

ら

、

同

州

の
ゲ

マ

イ

ン

デ
は
、

ノ

ル

ト

ラ
イ

ン

・
ヴ

ェ
ス
ト

フ

ァ
ー

レ

ン
州

と

と

も

に
、

戦

後

は

イ

ギ

リ

ス

の

自

治

体

組

織

を

モ

デ

ル
と
す

る

北
ド

イ

ッ
評
議

会

制

(8

N
&

2

什ω
9

Φ

肉
鉾
ω<
㊥
§

ω
ωロ
起

)

と

い
う

形

態

を

も

っ
た

。

こ

れ

は
、

行

政

機

関

の

一
部

だ

が
実

質

的

に
は
議

会

の
役

割

を

果

た

す
評

議

会

(切
讐

以

下

、

議
会

と

す

る

)

が

、

(
a
)
名

誉

職

と

し

て

の
市

長

(ゆ
O
-

『
ゆq
霞

日
Φ
響

興

特

別
市

で
は

O
げ
Φ
き

宥

αq
興

日
Φ
一ω
什
興

)

と

、

(
b

)

行

政

を

指

揮

・
監

督

す

る

ゲ

マ
イ

ン

デ
事

務

総

長

(O
Φ
日
Φ
言
庫
Φ
旺
器
醇
o
掴
都

市

で
は

ω
臼
α
巳
貯
Φ
巨
霞

以

下

、
事

務

総

長

と

す

る
)

を

選

出
す

る
も

の

で
、

市

長

は
議

会

と
後

述

の
理
事

会

の
議

長

を

兼

ね

て

い
わ

ば

儀

典

的

に

ゲ

マ
イ

ン

デ
を

代

表

し

、

ま

た
支

配

人

は

、

イ

ギ

リ

ス

の

シ

テ

ィ

・
マ
ネ

ー
ジ

ャ

ー

に
相
当

す

る

「官

吏

の
長
」

と

し

て
行

政

を

指

導

す

る
と

と
も

に
、

法

的

に

ゲ

マ
イ

ン
デ
を

代

表

し

た

(図

1

)
。

こ

の
構

成

は

ザ

ム
ト

ゲ

マ
イ

ン
デ

と

ク

ラ
イ

ス

の
行

政

機

構

に
も

共

通

し

て
お

り

、

「複

線

的

構

造

」

と

も

称

さ

れ

て

い
る

。

ま

た

ゲ

マ
イ

ン
デ

の
機

関

と

し

て
は

、

こ

の
他

に
理

事

会

(<
角
妻
㊤
犀
目

αq
ω
窪

ωω
o
冨

ωω
)

が

あ

る

(名

誉

職

の
市

長

は
…機
関

で

は

な

い
)
。
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議
会
は
ゲ

マ
イ

ン
デ
に
関
わ

る
す

べ

て
の
重
要

な
案
件

と
指

針
を
決
定

し
、
ま
た
決
定
と
審
議

の
二
種
あ

る
委
員
会

で
専
門
事

項
を
審

議
し
ま
た
は
決
定
す
る
。
議
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、
累
積

(三
票
ま

で
)

・
分
割

の
投
票
制
を
も

つ
比
例
代
表
選
挙

で
住
民
か
ら
選
挙
さ
れ
、

任
期
は

五
年

で
あ

る
。

事

務
総
長

の
任
務

は
先

に
述

べ
た
通
り
だ

が
、
彼

(女
)
は
任
期
を
も

つ
官
吏
と

し
て
議
会

に
よ

っ
て

一
二
年
任

期

で
選
ば

れ
る

(再

選
も
可
能
)
。
そ

の
規
定
は
、
通
常

三
万
人
以
上

の
住
民
数
を
も

つ
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
任
期
付

き
官
吏

に

つ
い
て
も
妥
当
す

る
も

の
で
あ

る
。

な
お

こ

の
機
関
は
、
九

六
年

の
市

長
公

選
制
導

入

に
伴

い
、
選
挙

の
実
施
を
侯

っ
て
順
次
廃
止

さ
れ
た
。

理
事
会

は

ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州
に
固
有

の
機
関

で

(
そ
れ
故
、
修

正
北
ド
イ

ッ
評
議
会
制

と
も
称
さ
れ
る
)
、
市

長
を
議
長
と
し
、
助

役

(
しd
Φ
貫
Φ
o
匹

　
卑
Φ
)
と
呼
ば

れ
る
二
～

一
〇
名

の
議
会

メ

ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
る
も

の
で
、
事
務
総
長

は
審
議
権

の
み
を
も

つ
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と

し
て
こ
れ
に
参
加
す

る
。
理
事
会

で
は
、
議
会
決
定

の
準
備

が
な

さ
れ
る
と

と
も

に
、
議
会

と
事

務
総
長

に
留

保

さ
れ
て

い
な

い
事

項

(
い
わ

ゆ
る

い
口
o
屏
魯

N
β
ω
慈
昌
臼
⇔Q
屏
Φ
騨
)

に

つ
き
決
定

が
下
さ

れ
、
ま
た
通
常

は
支

配
人
が
司
る
行
政
事

項

に

つ
い
て
も
、
個

々

の
ケ
ー

ス
で
決
定

が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

大
規
模

な
都
市

や
歴
史
的
都
市

は
、

ク
ラ
イ

ス
か
ら
独
立
し
た
都
市

(
寄

①
一ω時
虫
Φ
Qっ
β
鼻

以
下
、
特
別
市
と
す
る
)
と
し

て
、

ゲ

マ
イ

ン
デ

の
事
務
と

と
も

に
ク

ラ
イ

ス
の
事

務
も
執
行

し
、
規
模

や
住

民
数

で

一
定

の
基
準
を

も

つ
わ
け

で
は
な

い
が
、

こ

の
州

の
ゲ

マ

イ

ン
デ
法

(
N
G
O
)
上

で
名
前

を
列

挙
さ
れ

る
こ
と

で
法
定
化
さ
れ

て

い
る
。

改
革
前

の

一
九

六
八
年

の
段

階

で
、

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク
セ

ン
州

は
四
、

二
三
一二
の
ゲ

マ
イ

ン
デ
を
有

し
、
州
人

口
の
約
三
分

の
二
が
住

民

数

二
万
未
満

の
四
、
二

〇
二
の
ゲ

マ
イ

ン
デ
に
住

み
、
都
市
的
な
三

一
の
ゲ

マ
イ

ン
デ
に
他

の
約
三
分

の

一
が
住

ん
で

い
た
。
付
け
加
え

る
と
、
全
体

の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
二
、

〇
八

〇
の
ゲ

マ
イ

ン
デ
で
は
住

民

の
数
が
五
〇
〇
人
以
下
で
あ

っ
て
、
そ
の
小
規
模
性
が
際
立

っ

て
い
た
。
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②

ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ

ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ

ン
州
独
特

の
呼
称
を
も

つ
こ
の
ゲ

マ
イ

ン
デ
小
連
合

(
ク
ラ
イ
ス
の
区
域
内

の
連
合
)
は
、
主
と

し
て
農
村
地
域

で
の

行
政
能
力

の
弱
体
な
隣
接
ゲ

マ
イ
ン
デ
が
、
そ
れ
を
補
う

た
め
に
法
人
格
を
有

し
た
ま
ま
結
集
す
る
連
A
口体

で
、
改
革
前

の
同
州

に
は
、

一
、

一
六
四

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
を
擁
す

る
二

=

の
ザ
ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
が
存
在
し
た

(六
八
年
段
階
)
。
そ

の
事
務

の
範
囲
は
参
加
ゲ

マ
イ

ン
デ
の

決
定

に
従

い
、
共
同

の
行
政
官
庁
と
職
員
が
そ
れ
ら

の
事
務
を
執
行
す
る
。
主
要
な
任
務
と
し

て
各
種

の
計
画

の
作
成
、
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
重

要
施
設

の
維
持

・
管
理
な
ど
が
あ
り
、
傘

下
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
出
納
業
務
も
担
当
す

る
。
そ

の
機
関
は
、
住
民
か
ら
選
挙
さ
れ
る
任
期
五
年

の

メ

ン
バ
ー
を
も

つ
ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ
ン
デ
議
会

(議
長
は
議
会

で
選
ば
れ
る
名
誉

職
と
し

て
の
市
長
)
、
ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
事
務
総
長
お
よ
び

ザ
ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
理
事
会

で
あ
る
。

な
お
、
ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
に
属
さ
な

い
そ

の
他

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
は
、

一
括

し
て
単

]
ゲ

マ
イ

ン
デ

(田
呂

Φ
諺

。q
Φ
日
皿
巳

Φ
)
と
称
さ
れ
、

ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
と
と
も

に
行
政

の
最
下
位

の
組
織

で
あ

る

「行
政
基
礎
単
位
」

(<
霞
毛
巴
什ロ
畠

ω
ゆq
歪
巳

Φ
言
げ
Φ
ε

を
構
成
し
た
。
そ
れ

ら

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
後

の
章

で
改
め

て
論
じ
る
こ
と
に
し
た

い
。

③

ク
ラ
イ

ス

ク
ラ
イ

ス
は
、
多
数

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
を
包
括
す

る
広
域

の
自
治
体

で
あ

る
と

と
も

に
、
連
邦
、
州

の
委
任
事

務
を
執
行
し
、
ゲ

マ
イ

ン

デ
や
ゲ

マ
イ

ン
デ
小
連
合
を
監

督
す

る
下
級
国
家
官
庁
だ

が
、

ゲ

マ
イ

ン
デ

の
よ
う

に
区
域
内

で
の

「
全
権
限
性
」
を
も
た
ず
、

そ

の
意

味

で
は
補
完
的
な
存
在

で
あ
る
。

ク

ラ
イ

ス
の
長
と

し
て

の
郡
長

(
い
⇔
巳

轟
O

は
名

誉
職

で
、
ク

ラ
イ

ス
議
会

で
選

出
さ
れ
、
理
事
会

の
議
長

を
務

め
る
。
ク

ラ
イ

ス
の
機
関

に
は
、

メ
ン
バ
ー
が
五
年
任

期

で
住

民

に
選
挙

さ
れ
る
ク

ラ
イ

ス
議
会

(内
話
一ω
邸
oq
)
、
郡

長
と
六

人

の
ク

ラ
イ

ス
議
員

お
よ
び
審
議
権

の
み
を
も

つ
ク

ラ
イ

ス
事
務
総
長

で
構
成
さ
れ
る

ク
ラ
イ

ス
理
事
会

(}(
『
O
一ω
餌
=
ω
の
O
げ
信
ω
ω
)
、
な
ら
び

に

一
二
年
任
期

で
ク
ラ
イ

ス
議
会

か
ら
選
出
さ

れ
る

「行

政

の
長
」
と

し

て
の
ク
ラ
イ

ス
事
務
総
長

(
○
げ
興
町

①
尻
臼
器
評
8
H
)
が
あ

る
。
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区
域

改
革
前

の

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク
セ

ン
州

に
は
六

〇
の
ク

ラ
イ

ス
が
存
在

し
た

が
、

組

ん

で
お
り
、
改

革

の
必
要
性

が
強
く
認

識
さ
れ

て
い
た
。

そ
れ
ら

の
面
積
は

や
は
り
狭

小

で
境

界
は
複

雑

に
入
り

神奈川法学第38巻 第1号2005年(lo)

さ

て
、

ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州

の
区
域
改
革
は
、
以

下

の
よ
う

な
経
緯

を
も

っ
て
進
行
し
た
。

同
州

で
は

一
九

六
五
年

三
月

に
当

時

の
C
D
U
主
導

の
州
政
府

が
改
革

の
た
め

に
専

門
家
を
召
集

し
、
そ

の
下
で
ゲ

ッ
テ
ィ

ン
ゲ

ン
大

学

の
行
政
法
学
者

ヴ

ェ
ー
バ
ー
を
議

長
と
す
る
通
称

「
ヴ

ェ
ー
バ
ー
委
員
会
」

が
組
織

さ
れ
、

こ
の
委
員

会
は
六
九
年
三
月

に
審
議

の
結

果
を
鑑
定
書
と
し

て
政
府

に
提
出

し
た
。
七

〇
年

の
州
議
会
選
挙

で
は

S
P
D
が
第

一
党

に
な

っ
て
政
権

が
交

代
し
た
が
、
同
党
が
ヴ

ェ

ー
バ
ー
委

の
鑑
定
書
を
支
持
し
た
こ
と

で
改
革
は
引
き
続
き
進

め
ら
れ
、
議

会
は
七

一
年

二
月

に

「
行
政

・
区
域
改
革

に

つ
い
て
の
決
議
」

を
採

択
し

て
、
本
格
的
な
改
革

に
着
手

し
た

の
で
あ

る
。

ゲ

マ
イ

ン
デ
の
区
域
改
革

は
七

二
年
か
ら
地
域

に
よ
り

三
回
に
分
け

て
毎
年

進
め
ら
れ
、

ク
ラ
イ

ス

の
改
革
も
含

め
る
と

、
そ

の
大

要

は
次

の
通
り

で
あ
る
。

(
ア
)
ヴ

ェ
ー
バ
ー
委

の
鑑
定

書

で
は
、
単

一
ゲ

マ
イ

ン
デ
と
ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
で
構
成
す

る
、

い
わ

ゆ
る
行
政
基
礎
単
位

の
住
民
数

は
七
、

○
○
○
～
八
、

○
○
○
人
が
原
則
と
さ
れ
、
過
疎
地

で
は

五
、

○
○

○
人

の
場
合
も
認

め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際

に
は
改
革

を
経

て
も
、
そ

れ
よ
り
小
規
模

な
も

の
が
若

干
数
残
存

し
た
。
そ

こ
で

の
共
同
体
意
識
は
依
然
と

し

て
強

か

っ
た
わ
け

で
あ

る
。
改
革

の

結
果
、
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
数
は

一
、
〇
二
七

に
減
少

し
、
単

一
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
数
は

二
八
二
、
ザ

ム
ト

ゲ

マ
イ

ン
デ
は

一
四
三

で
傘

下

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
は
七
四
五

に
な

っ
た
が
、
そ

の
詳
細
は
表

1

で
示
さ
れ

て
い
る

(表
中

の
改
革
前

の
年
は

一
九
七

二
年

で
、
六
八
年
段

階

の
数

値
と

は
異

な

る
)
。

こ
れ
を

み

る
と
、
住

民
数

五
〇
〇
人
ま

で
の
ゲ

マ
イ

ン
デ
で
最
大

の
変
化
が
あ
り

、
三
、

○
O

O
～

五
、

○
○
○
人

の
所

で
も

そ

の
数

は
半
減

し
た
。
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区域改革前後のゲマインデと行政基礎単位(住 民数による)表1

行 政 このうち
ゲマインデ/行 政 ゲマインデ

基礎単位 単一ゲマインデ1ザ ムトゲマインデ
基礎単位

(住民数) 』
目1」 後

』
印」

ゲマインデ地域改革の

後
甚
剛 後

.,

印」 後

以下100 252 一 一 58 一 一 58 一 一 ■ ■ 一 一

goo-200 467 一 一 168 一 一 168 ■ ■ 騨 一 一 ■

200-500 1175 20 567 　 一 567 ■ 闇 一 一 ■ ■

500-1,000 931 257 561 2 558 2 3 一 一

i.000-2.000 571 279 419 2 f・ 2 51 一 一

2,000--3,000 184 98 154 3 115 2 39 1

3,000-5,000 170 S6 186 20 X18 15 68 5

5,000-10,000 110 120 184 187 81 97 103 90

10,000-20,000 64 93 77 136 59 90 18 46

20,000--50,000 27 56 28 57 27 55 1 1

50,000-100,000 」 9 5 9 5 9 一 一 ■ 一

100,000-200,000 5 7 」 7
cJ 7 ■ ■ 噌 一

200,000-500,000 1 1 1 1 1 1 ■ 一 ■ ■

500.000一 1 1 1 1 1 1 一 一 _一

計 3973 1027 2414 425 2131 282 283 143

Ouelle:StatistischeMonatshefteNiedersachsen1974

(イ
)
合
併
さ

れ
た
か
な
り

の
数

の
旧
ゲ

マ
イ

ン
デ

に
は
、
共
同
体

の

ア
イ

デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
を
維
持

す

る
た
め

に
、
ま

た
合
併

を
促
進

す
る
た

め

に
も
村

落
体
制

(
○
答
ω
o
冨

沖
ω
<
鑑
壁
ω
。・
巨

ゆq
)
と
呼

ば
れ

る
制
度

が

作
ら

れ
た
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
後

述
す

る
。
ま

た
改

革
後

の
ザ

ム
ト

ゲ

マ
イ

ン
デ
は
、
構
成

メ
ン
バ
ー
と

し

て

一
〇
以

上

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
を

参
加

さ
せ

る
こ
と
は

で
き

ず

、
そ

の
各

々
は

四

〇
〇
人
以
上

の
住
民

を

擁
す

る
こ
と

が
必
要

と
さ

れ
た
。
な

お
八

〇
年

か
ら

で
あ

る
が
、

二

〇

万
以

上

の
住
民
数
を
擁
す

る
大
都
市

に
は
都
市
区

(G∩
け凶
傷
什び
Φ
N
一同
屏
)
が

設
置

さ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

(
ウ
)

ク

ラ
イ

ス
の
区
域
改
革

は
、
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
そ
れ

の
終
了
を
侯

っ
て
行

わ

れ
、

一
九
七

七
年

の
行

政

・
構

造
改
革

に
関
す

る
八

つ
の
法

律

に
基
づ
く
改

革

の
結

果
、

そ

の
数

は
六

〇
か

ら
三
七

に
ほ
ぼ
半

減

し

た
。(

エ
)
機
能
改
革

に

つ
い
て
は
、

一
九
七
九
年
ま

で
の
第

一
次
措

置

で
、

ク

ラ
イ

ス
か
ら

ゲ

マ
イ

ン
デ

に

一
九

〇
の
事
務

・
権

限
委

譲

が
行

わ

れ

て
、

「
市
民
近
接

性
」
(
、、ヒd
¢
お

Φ
≡

讐

α
、)
の
原
則
を

実
現
す

る

こ
と

が

図
ら
れ
、

こ
の
改
革
は
そ

の
後
も
断
続
的

に
進

め
ら

れ
た

の
で
あ

る
。
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次

に
、

ゲ

マ
イ

ン
デ

の
新

た

な
形

態

を

み

て

い
こ
う

。

ク

ラ
イ

ス
に
所

属

す

る

ゲ

マ
イ

ン

デ
は

、
改

革

後

は

異

な

る
名

称

を

も

つ
三

つ
の
タ

イ

プ
を

も

つ
こ
と

と

な

っ
た

。

通

常

の
ク

ラ
イ

ス

所

属

ゲ

マ
イ

ン

デ

(
Φ
巨

0
9

①
す

Φ
鐙

轟

Φ
ま

二
mq
Φ
O
Φ
日
色
民

Φ
)

と
独

立

ゲ

マ
イ

ン
デ

(
ωΦ
ま
ω↓
ぎ

島
oq
Φ
O
Φ
日
虫
巳

。
)
、

お

よ

び
大

独

立

市

(oq
δ

ω
ωΦ
ω
巴
げ
ω
感

巳

慮
o
G。
一餌
鼻

)

で
あ

る
。

こ

の
う

ち

独

立

ゲ

マ
イ

ン
デ
は
住

民
数

三

万

を

こ
え

る
も

の
で

(二

万

以

上

で
も

州

・
内

務
省

に
行

政

能

力

あ

り

と

認

め

ら

れ

れ

ば

可
)
、

ゲ

マ
イ

ン

デ
事

務

の
他

に
、

法

律

で
明

確

に
規

定

さ

れ

て

い
な

い
が

通

常

は

ク

ラ
イ

ス

に
属

す

る
事

務

を
取

り

扱

う

。

ま

た

大

独

立

市

は

N

G

O
第

一
〇
条

第

二
項

で
法
定

さ

れ

る

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク

セ

ン
州

の
中

堅
都

市

で
、

ツ

エ
レ

、

ク

ッ
ク

ス

ハ
ー

フ

ェ

ン
、

ゴ

ス

ラ

ー
、

ハ
メ

ル

ン
、

ヒ

ル
デ

ス

ハ
イ

ム

、

リ

ン
ゲ

ン

(
エ
ム

ス
)
、

リ

ュ
ー
ネ

ブ

ル

ク

の
各

都

市

が

そ

れ

に
あ

た

る
。

な

お

同

条

第

三
項

で
規

定

さ

れ

る
特

別
市

は

、

ブ

ラ

ウ

ン

シ

ュ
ヴ

ァ
イ

ク

、

デ

ル

メ

ン
ホ

ル

ス
ト

、

エ
ム

デ

ン
、

ハ
ノ

ー

フ

ァ
ー

、

オ

ル

デ

ン
ブ

ル

ク
、

オ

ス
ナ

ブ

ル

ッ
ク
、

ヴ

ィ

ル

ヘ
ル

ム

ス

ハ
ー

フ

ェ
ン
お

よ

び

ヴ

ォ

ル

フ

ス
ブ

ル
ク

の
各

都

市

だ

が

、
改

革

に
よ

り

そ

の

数

が

一
五

か

ら

八

に
減

っ
た

の
は

、

特

別

市

を

整

理

し

て
ク

ラ
イ

ス

の
地
位

を

強

化

す

る

こ
と

が
意

図

さ

れ

た

か

ら

で
あ

っ
た

。

最

後

に

、
先

に
ふ

れ

た
村

落

体

制

の
問

題

に

つ

い
て
説

明

す

る
。

こ

の
制
度

は

、

他

の
州

で
も

幾

つ
か

の
ヴ

ァ
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
を

も

つ

て
導

入

さ

れ
た

も

の
だ

が

、
本

節

で
そ

の
概

要

を

紹

介

す

る

こ
と

に

し

た

い
。

村

落

体

制

は

ゲ

マ
イ

ン

デ

の

一
部
を

構

成

し

、

独
自

の
共

同

体

を

形

成

す

る
も

の
と

さ

れ

る

。

改

革

後

の
農

村

部

に
お

け

る
新

ゲ

マ
イ

ン

デ
は

、

傘

下

の
旧

ゲ

マ
イ

ン
デ

が
村

落

体

制

を

も

つ
場

合

と

も

た

な

い
場

合

と

に

分

け

ら

れ

、
前

者

は

さ

ら

に
村

落

議

会

(
○
#
ω
轟
什
)

を

擁

す

る
も

の
と

、

議

会

を

も

た

ず

任

命

制

の
村

落
事

務

長

(
O
詳
。。
<
o
房
叶9

曾

)

の
み

を
も

つ
も

の
と

が
あ

る
。

合

併

後

に
旧

ゲ

マ
イ

ン

デ
が
村

落

体

制

を
も

た

な

い
場

合

は

、
新

ゲ

マ
イ

ン

デ
は

よ

り

「
集
権

的

な

」

性

格

を

も

つ
わ

け

で
あ

る

。

村

落

議

会

を

も

つ
の
は

最

低

四

〇

〇
人

の
住

民

数

を

も

つ
村
落

で
、

議

会

は
同

僚

の
中

か

ら

村

落

長

(
○
昌
ω
げ
⇔
お

2
日
Φ
幹

臼

)

を

選
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出

す
る
が
、
議
会

メ
ン
バ
ー
は
住

民

に
よ
り
ゲ

マ
イ

ン
デ
選
挙
時

に
同
時

に
選
挙

さ
れ

る

(最
低
数

は
五
人
)
。
他
方
、
村
落
事

務
長

は

ゲ

マ
イ

ン
デ
議
会

で
任
命

さ
れ

る
が
、

こ
れ
は
直
近

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
選
挙

に
際

し
村
落
内

で
最
も
多

く

の
票
を
得
た
党
ま
た

は

「
選
挙
共

同
体
」

(住
民
が

イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
も

つ
選
挙
団
体
)

の
提
案
を
受

け

て
行
わ
れ

る

の
で
、
そ

の
党
派

に
属
す

る
者

が
こ

の
職
を
得

る

こ
と
と
な
る
。
事
務
長

は
名
誉

職
待

遇
を
得

て
、
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
他

の
機
関

に
対
し
村

落

の
利
害

を
代
表

し
、
こ
こ
で
も

「市
民

に
近

い
」

行

政

の
補
助
機
能
を
果
た
す

の
で
あ

る
。
な

お
村
落
体
制
を
も

つ
場
合
、
村
落
は

フ
ル

・
タ
イ

ム
の
管

理
人

は
お
か

れ
な

い
も

の
と

さ
れ

た
。
付
言
す

る
と
、
ザ

ム
ト
ゲ

マ
イ

ン
デ
を
構
成
す

る
ゲ

マ
イ

ン
デ
は
、
村
落
体
制
を
も

つ
こ
と
は

で
き
な

い
。

都
市

部

で
は

一
九

八

〇
年

か
ら
都

市
区
を

導
入
す

る

こ
と

が
決
定

さ
れ
、
住

民
数

二

〇
万
を

こ
え

る
都

市

で
設
置

が
義
務
付

け
ら

れ

(区

の
最
低

数
は
六
)
、

そ
う

で
な

い
場
合
も

、
特

別
市

ま
た
は
住
民
数
が

一
〇
万
を
越
え

る
都
市

は
、
議
会

の
決
定

に
よ
り
設
置
す

る
こ

と

が
で
き

る
と
さ

れ
た

(区

の
最
低
数

は
三
)
。
実

際

に
は
、
都
市

区
は

ハ
ノ
ー

フ

ァ
ー
と

ブ
ラ
ウ

ン
シ

ュ
ヴ

ァ
イ
ク

で
設
置

さ
れ
た
に

す
ぎ
な

い
が
、
各

々
の
区
は
議
会
を
も
ち

、
議
員

は
市
議

選
と
同
時

に
選
出

さ
れ

て
い
る
。
議

会
は
議

長
も
兼
ね

る
区
長

(
ゆ
Φ
N
貯
評
ω
σ
雫

お
2
日
Φ
一ω
冨
N)
を
選
出
す

る
が
、
区
議
会

が
も

つ
権

限
は
村
落

の
そ
れ
を
上
回

る
こ
と
は
少
な

い
と

さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
深
刻
化

す
る
大
都
市

・
郊
外
問
題

に
対
処
す

る
た
め
に
、

二
ー
ダ
ー
ザ
ク

セ
ン
州

で
は
首
都

の

ハ
ノ
ー

フ
ァ
ー
を
中
心
と
す

る

大

ハ
ノ
ー

フ

ァ
ー
都
市
圏
目
的
連
合
が
六

三
年

に
設
置

さ
れ
、
改
革

の

一
環
と
し

て
七
四
年

に
大

幅

に
再
編
さ
れ
た
が
、

こ

の
問
題

に

つ

い
て
は
行
論

の
必
要
性
上
か
ら
省
略
す

る
こ
と

に
し
た

い
。

以
上
が

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク
セ
ン
州

の
自
治
体
体
制

の
概
要

だ
が
、

あ
る
。

上
述
の
諸
機
関
が
区
域
改
革
の
過
程
で
様
々
な
役
割
を
果
た
す
わ
け
で
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(
注

1

)

以

下

の

叙

述

は

、

次

の

文

献

に

よ

っ

て

い

る

。

<
.O
o
Φ
け
N
噂
O
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富

零

犀

(
げ
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ω
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Φ
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Φ
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Φ
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芝

Φ
ω
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Φ
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o。
o
げ
霞

く

一αq
'
を
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ω
σ
凶
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戸

N
O
O
ω
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口

㍉
d
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霞

一帯

P

U
・ζ

O

ロ
Φ
一P
.、国
o
日

日

=
⇒
巴

b
o
葺

涛

一
日

ぴq
Φ
覧

鋤
コ
器

昌

謬

昌
α
Φ
一罵
℃
乞

o
日

o
ρ

しu
帥
α
Φ
昌
-
ゆ
餌
傷
Φ
P

一
Φ
Qc
①
旧薯

・↓
臣

Φ
ヨ

ρ

ρ

勺
『
諺
芝

一け
N
噌

.、∪
自

o
げ
凄

げ
巨

コ
oq

ロ
　
α

国
N
αq
Φ
げ
　
一。。

傷
巽

評
o
日

日

ロ
コ
巴
Φ
⇔

O
Φ
げ
δ
富

器

8

同
8

..
(
㎝
量↓
巴

γ

賭
o
日

o
ρ

切
㊤
O
Φ
昌
-bd
四
α
Φ
戸

一
り
Q◎
H
.

第

二
節

バ

⊥

、ア
ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

ド
イ

ッ
の
南
西
部

に
位
置
す

る
バ
ー
デ

ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
は
、

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク
セ

ン
州
と

同
じ
く

戦
後

発
足
し
た
新
し

い
州

で
、
や
や
特
異

な

の
は
、
同
州
が

一
九

五

一
年

に
伝
統
州

で
あ
る

バ
ー
デ

ン
州
と
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

お
よ
び
旧
プ

ロ
イ
セ

ン
の
ホ
ー

エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
領

の
、
住

民
投
票

に
よ

る
合
併
を
経

て
成
立

し
た

こ
と

で
あ

る
。
州
面
積

の
広
さ
は
ド
イ

ッ
で
は
第

三
位

で
あ
り

、
人

口
は

一
、

〇
五

〇
万
人
ほ
ど

で
ド
イ

ッ
で
は
大
州

の

一
つ
だ

が
、
特

に
こ

の
州

は
、

ベ
ン

ツ
社
を
は
じ
め
と
す

る
自
動
車
産
業

、
カ

ッ
コ

ウ
時
計
生
産

の
伝
統
を
継
ぐ

精
密

機
械

産
業
、
そ
し

て
近
年

の

ハ
イ

テ
ク
産
業
を
擁
す

る
先
進

工
業

州
と
し

て
有
名

で
あ

る
。

同
州

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
形
成

の
歴
史

は

一
二
世
紀

に
遡
る
と

い
わ

れ
、

こ
の
地
方

の
自

治
体

は
伝
統
的

に
強

い
自
治

と
連
帯

の
意

識
を
も

っ
て
い
る
。

一
例
を
挙
げ

る
と
、

ヴ

ュ
ル
テ
ム

ベ
ル
ク

で
は

一
八
四
八
年

の
革
命
以
来
、
自
治
体

レ

ベ
ル
に
お

い
て
は

二
五
歳
以
上

の
納
税
義
務
あ

る

男
性

が
普

通
、
平
等

の
選
挙
権

を
有
し

て

い
た

(女
性

は

一
九

一
九
年

か
ら
)
。
こ

の
州

の
領
域

団
体

に
は
、
①

ゲ

マ
イ

ン
デ
と
②

ク
ラ

イ
ス
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
と
は
別

に
二
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州

の
ザ
ム
ト
ゲ

マ
イ
ン
デ
と
類
似

の
行
政
共
同
体

(<
霞
薯
曽
巨

⇒
ゆq
ω
ゆq
Φ
日
①
言
ω。
げ
緯
什
)
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図2南 ドイツ評議会制

 

ゲ

マ
イ

ン
デ
議
会

の
構
成
員
は

五
年
任
期

で
住
民

に
選

出
さ
れ
、

ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州
と
同
様

の
、
累
積

・
分
割
投
票
を
も

つ
比
例
代

表
制

で
あ

る
。
議
会

は
、

事

務
な
ど
)
を
除
き
、
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
す

べ
て

の
重
要
事

項
を

決
定

す
る
が
、

も

で
き

る
。
さ
ら

に
住
民
数

一
万
以
上

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
で
は
、
議
会

は
市

長
を
代

理
し

て
行

政
を
指
導

し
う

る

一
名
ま
た
は
数
名

の
助
役

を
任
命

す
る

こ
と
が

で
き
、
ま
た
都
市

ク

ラ
イ

ス

(ω
富
響
町
Φ
δ

同
州

の
特
別
市

の
こ
と
)

で
は
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

が
あ
る
が
、

こ
れ

は
公
法

上

の
団
体

に
と
ど
ま

っ
て

い
て
領
域

団
体

で
は
な
く
、
む

し

ろ
目
的
組
合

に
近

い
性
格
を
も

っ
て

い
る
。
以

下
で
は
、
前
節
と

の
重
複
を

避
け
な

が

(
1

)

ら
、
同
州
固
有

の
他

の
行
政
機
構
も
含

め
て
そ
れ
ら

の
組
織
を
簡
単

に
説
明

し
て
い
く

。

①

ゲ

マ
イ

ン
デ

バ
ー

デ

ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム

ベ
ル
ク
州

の
自
治
体
構
成

の
あ
り
方

は
、

バ
イ

エ
ル

ン
州

と
と
も

に
南
ド
イ

ッ
評
議
会

制

(
ω
9
α
α
Φ
¢
什ω
O
げ
Φ
国
帥
けω
<
Φ
圏h餌
ωω
]⊆
口
ぴq
)
と
名
付

け
ら

れ
、

こ

こ
で
は
、
市
長
と

ゲ

マ
イ

ン
デ
議
会

の
構

成
員

が
共

に
公

選

で
選
ば

れ

る
が
、

市

長

の
権

限

が
強

力
な

の
が
特
徴

で
あ

る

(図

2
)
。

そ

こ
で
本
節

で
は
、
市

長
と
議

会

の
関
係

に
焦
点
を
あ

て
な

が
ら
叙
述
を
進

め
た

い
。

先
ず
制
度

の
形
式

か
ら
述

べ
よ
う

。
行
政

の
長

で
あ

る
市

長
は
八
年
任
期

で
住
民

か

ら
選
ば

れ
、
議
会

と
そ

の
下

の
す

べ
て

の
委
員
会

の
議
長

を
兼

ね
る
議
員

で
も
あ

っ
て

(
投
票
権

を
も

つ
)
、
内
外

に
対
し

て
法
的

に
ゲ

マ
イ

ン
デ
を
代
表

す

る
。
極
小
規
模

の

も

の
を
除
く
九
割
方

の
ゲ

マ
イ

ン
デ

で
、
市
長

は
専
任

職
と
し

て
あ

る
。

そ

の
数
は
住
民
数

に
応

じ

て
八
～
六

〇
人
だ

が
、
選
挙

の
方
式

は

こ

法
律

で
市
長

が
権
限
を
も

つ
場
合

(指

示

決
定
を
市
長
ま
た
は
議
会

下

の
委
員
会

に
委
任
す

る
こ
と
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さ

て
、
市

長

の
強
力
な
地
位
は
、

政
策

の
作
成

・
決
定

・
執
行

過
程

の

い
ず
れ

の
レ
ベ
ル
で
も
発
揮

さ
れ
る
。
先
ず

、
条
例
な
ど

の
作

成
過
程

で
は
、
市
長
は
部

下

の
官
吏

に
内
容
上

の
指
示
を
与
え

、
議
会

に
最
適

と
考
え

る
提
案
を
提
示
す

る
こ
と

が

で
き

る
し
、
議
会

が

他

の
選
択
肢

を
要
求
す

る
と
き
は
、
あ
ま
り
現
実
的
と

は

い
え

な

い
代
案

を
出
す

こ
と
も
可
能

で
あ

る
。
ま

た
彼

(女
)

は
、
決
定

に
関

わ
る
州
当
局

や
企
業

と

の
折
衝

に
も
指
導
的
な
立
場

で
こ
れ
に
あ

た
り
う

る

の
で
あ
る
。

議
会

や
委
員

会

の
決
定

の
段
階

で
は
、
市
長
は

そ
れ
ら

の
議
長
と

し

て
、
議

題
設
定
を
含
む
議
事

の
進
行
を
指
導
す

る
。
た
だ
し
、
七

五
年

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
法
改
正

で
、
議
会

は
議

題
と
議
事

進
行

に

つ
き
市
長

に
諮
問
す

る

「
長
老
会
議
」

(≧
毎
ω
9
霞
碧

市
長

が
議
長
)

を

設
置
し
う

る
こ
と
が
規
定

さ
れ
た

が
、

こ

の
機
関
は
あ
く
ま

で
も
諮

問

の
機

関

で
あ
り
、
設
置
は
義
務
付
け

ら
れ

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
市
長

は
ま

た
議

会

の
決

定

に
異

議
を
唱
え

る
こ
と

が
で
き

、
こ
れ
は
決
定

を
遅
ら
せ

る
効
果
を
も

つ
に
す
ぎ
な

い
が
、
市

長
は
さ
ら

に

「
緊
急

の
事
態
」

の
場
合

は
、
議
会

に
代
わ
り
そ
れ

に
関
わ

る
決
定
を

下
す
権

限
を
も

つ
の
で
あ

る
。

最
後

に
執
行

の
段

階

で
は
、
市
長
は
無

論
行
政

の
長
と

し
て
多
く

の
裁
量
権
を
も

っ
て
こ
れ
を
指
導

し
、
ま
た
そ
れ

に
対
応

し

て
明
確

な
責
任
を
も

つ
。
市

長
は
行

政

の
第

一
の

「
プ

ロ
」

と
し

て
そ

の
職
責
を

果
た
す

の
で
あ

る
。

以
上

に
対

し

て
、
ゲ

マ
イ

ン
デ
議
会

は
法
的

に
は
ゲ

マ
イ

ン
デ

の

「主
要
機

関
」

(
..国
§。
ε

8
お
き

..)

で
あ

る
が
、
そ

の
地
位

は
概

し

て
弱
体

で
あ

る
。
多

く

の
メ
ン
バ
ー
が
他

の
職
を
も

つ

「
閉
店
後

の
政
治
家
」

(.、「
Φ
6
轟
9

巳

b
o
ま

屏
2
、.)
と

し

て
行

政
担
当
者

ほ
ど

の

政
策
形
成
能
力
を
も

た
ず

、
ま
た
市

長
と
行

政

に
対
す

る

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
権
限
も

弱

い
。
し
か
し
議

会
は
立
法
上

の
決
定
を
最
終
的

に
は

行
う

の
だ
か
ら

、
市
長
も
提
案

実
現

の
た
め

に
そ

の
多

数
を
得
な
け

れ
ば

な
ら
ず

、
そ

こ
で
市

長
と
議
員

団
有
力
者

の
間

に
非
公
式

の
協

議
体

が
存
在
す

る
こ
と

に
な

る
わ
け

で
あ

る
。

な
お
、

バ
ー
デ

ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム

ベ
ル
ク
州

で
は

一
九
六

八
年

の
段
階

で
三
、

三
七
九

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
が
あ
り
、
特

に
農
村
部

で
は
小

規
模
な
ゲ

マ
イ

ン
デ
が
多
数
存
在

し
た
。
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②

ク
ラ
イ

ス

改
革

の
前
は

六
〇

の
ク

ラ
イ

ス
が
存
在

し
た
が
、
面
積
、
住
民
数
、
行
政
能
力
、
経
済
力

な
ど

で
多
く

の
差
違

が
あ
り
、
ま

た
そ
れ

に

応
じ

て
種

々
の
権

限
上

の
錯
綜

が
あ

っ
た
。
そ

の
改

革
は
同
州

の
区
域
改
革

の
最
大

の
課
題

の

一
つ
だ

っ
た

の
で
、

ク
ラ
イ

ス
に

つ
い
て

は
関
連
す

る
後

の
部
分

で
扱
う

こ
と
に
し
た

い
。
制
度

の
あ
り
方

に

つ
い
て
だ
け
予
め
述

べ
て
お
く
と
、
執
行

の
長

で
あ

る
郡
長

は
ク

ラ

イ

ス
議
会

で
選
出

さ
れ

て
任
期

は
八
年

で
あ
り

、
ま

た
議

会
は
議
長

で
あ

る
群
長
と
住
民

の
選
挙

で
選
ば

れ
る
最
低

二
六
人

の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
、
そ

の
任
期
は

五
年

で
あ

る
。
な

お
選

出
さ
れ
る
郡
長
に
は
三
五
歳

(現
在
は
三

〇
歳
)
以
上

六
三
歳
未
満
と

い
う
年
齢

制

限
が
あ
り

、
ま
た
そ

の
職

に

つ
く
者

は
通
常

は
法
律
家

で
あ

る
、
と

い
う

こ
と
を
付
け
加
え

て
お

こ
う

。

次

に
、

バ
ー

デ
ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

で

の
区
域
改
革

の
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い
て
み
て

い
こ
う

。

こ
の
改

革
は
、

フ
ィ
ル
ビ

ン
ガ

ー

首
相

(C
D
U
)

の
下

の
大
連
合
内
閣

二

九
六
六

～
七

二
)

に
よ

っ
て
開
始

さ
れ
、
従

っ
て
、
S

P
D
と

の
明
確
な
合
意

の
上

に
立

っ

て
改
革
は
進
行

し
た
。

同
州

に
お
け
る
改
革

の
取
り
組

み
は
他

州
と
比

べ
る
と

や
や
遅
れ
、

一
九

六
七
年

二
月
と

翌
年

六
月

の
二

つ
の
政
府
声

明

で
開
始
さ

れ

た
。

そ
れ
を
受
け

て
、
六
七
年

に

「
ゲ

マ
イ

ン
デ
行

政
改

革
委

員
会
」

(通
称

デ

ィ
ヒ
テ
ル
委
員

会
)
が
、

翌
年

に
は

「
州
行

政
改
革
委

員
会
」

(通
称

レ
シ

ュ
ケ
委
員
会

)
が
そ

れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
、
前
者

は
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
改
革
と
大

都
市

・
周

辺
地
域

の
自

治
体

再
編
な
ど

を
、
後
者

は
主
と
し

て
ク

ラ
イ

ス
の
行

政
改
革

を
検

討
す

る
こ
と
を
任
務
と
し
た
。

こ
れ
ら

の
委
員
会

の
鑑
定
を
得

て
、
六
八
年

か
ら
政

府

に
よ
り

一
連

の
立
法
措
置

が
と
ら

れ
た

の
で
あ
る
。

同
州

の
自
治
体
改
革

の
特
色
と

し

て
は
、
小

ゲ

マ
イ

ン
デ
の
改
革

が
先
行

す

る
と
と
も

に
、
行
政
共
同
体

の
創

出
と

ク

ラ
イ

ス
の
大
幅

な
再
編
が
目
指
さ
れ
た

こ
と

、
お
よ
び

ゲ

マ
イ

ン
デ
改
革

に
際
し
七

二
年

の
第

一
段
階
ま

で
は
自
発
的
な
合
併

が
奨
励
さ

れ
て
進

め
ら
れ
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表2改 革前 と後のゲマインデ数

住民数
1968.1.1の

ゲ マインデ の 数

1975.1.1の

ゲ マインデ の 数
変化(%)

unter1000 1,80352.4 1009.0 一一一1703-94
,5%

10DO-2000 75022.2 19717.8 一553-73
,7

2000-5000 54316.1 39535.7 一148-27
,3

5000-8000 1223.6 X7315,6 十51十41,8

aoOO-joOOO 461.4 585.2 十12十26,1

10000-20000 692.0 1069.6 十37十53,6

20000-50000 320.9 544.9 十22十68,8

50000-100000 90.3 171.5 十8十88,9

uber100000 50.1 70.7 一1-2-}-40
,0

計 3,379100.0 1.10710010 一2272-67
,2

Quelle:InnenministeriumBaden-Wurttemberg

た

こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

ゲ

マ
イ

ン
デ
改
革

に

つ
い
て
は
、
前

出

の
デ
ィ
ヒ
テ
ル
委

の
助
言
を
経

て
六
七
年

に

内
務
省

の
告
示

が
出
さ
れ
、

翌
年

三
月
に
先
ず

「
小
ゲ

マ
イ

ン
デ
行
政
力

強
化
法
」

が

施
行

さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
原
則

的
に
当
事
者

の
自
発

性
に
基
づ
く
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
合
併
が
開
始

さ
れ
、
ま
た
行
政
共

同
体
を
新
設
す

る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
そ
し

て

ク

ラ
イ

ス
か
ら

ゲ

マ
イ

ン
デ

へ
の
権

限
委

譲
が
規
定

さ
れ
た
七

二
年

の

「機

能
改
革

法
」

の
施

行
を
も

っ
て
、
改
革

の
第

一
段
階

が
終

了
し
た
。
次

い
で
第

二
段
階

で
は
、

七

二
年

の
選
挙
後

に
成
立

し
た

フ
ィ
ル
ビ

ン
ガ
ー

C
D
U
内

閣

の
下

で
、
七

四
年

の

「
行
政
改
革
第
三
法
」
を
根
拠
と

し

て
強
制
を
伴
う

合
併
が
進

め
ら
れ
た

の
で
あ

る
。

以

上

の
経
緯

を
経

て
、

ゲ

マ
イ

ン
デ

の
数

は
、
第

一
段

階

で
は
三
、

三
七
九

か
ら

一
、
九

一
四
に
、
そ

し

て
第

二
段
階

で
は

一
、

一
〇
七

に
ま

で
減

少

し
た
。
住

民
数

は
、
単

一
ゲ

マ
イ

ン
デ
と
行
政
共

同
体
を
含

め
て
八
、

σ
○
○
人
が
目
安

と
さ
れ
、
過

疎

地

で
は
五
、
○
O

O
人

の
場
合
も
認
容
す

る
と
さ
れ
た
が
、
現
実

に
は

二
、
○
○
○

人
以
下

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
が
な
お

一
二
四
残

っ
た
。
改
革

の
前

と
後

の
、
住
民
数

に
基
づ

く
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
数

の
詳
細

は
表

2
の
通
り

で
あ

る
。

バ
ー

デ

ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム

ベ
ル
ク
州

で

の
特

別
市

の
呼
称

で
あ

る
都

市

ク

ラ
イ

ス

は
、
当

初

の
政
府
案

で
は
四

つ
を
減
ら

し
て
ク
ラ
イ

ス
に
編
入
さ
せ

る
こ
と

が
予
定

さ

れ
た
が
、
住

民

の
反
発
も

強
く
、
曲
折
を
経

て
九

つ
の
す

べ
て
が
存
続

さ
れ
た
。
そ
れ
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ら
は

、
シ

ュ
ト

ユ
ッ
ト
ガ

ル
ト
、

カ
ー

ル
ス
ル
ー

エ
、

ハ
イ

ル
ブ

ロ
ン
、

バ
ー
デ

ン

・
バ
ー
デ

ン
、

ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
、

マ
ン

ハ
イ

ム
、

プ

フ
ォ
ル

ツ

ハ
イ
ム
、

フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
、

ウ
ル
ム
で
あ
る
。

次

に
、

ク

ラ
イ

ス
改
革

の
概

要
を

説
明
す
る
。

こ

の
改
革
は
、
上
述

の
よ
う

に
同
州

の
最
重

要
課
題

の

一
つ
と
さ
れ
、
当
初
は
既
存

の
六
三

の
ク

ラ
イ

ス
を

二
八

に
再

編
す

る
こ
と
が

目
指
さ

れ
た
が
、

ク
ラ
イ

ス
官
庁

の
移

転
な
ど
を
め
ぐ
る
感
情
的
な
反
発
も
強
く
、
結
局
、

七

一
年
七

月

の

「行

政
改
革
第

二
法
」

に
よ

り
、
多

く

の
妥
協
を
経

て
三
五

の
ク

ラ
イ

ス
が
発
足
し
た
。
そ

の
平
均
的
な
住
民
数
は

一
〇
、

五
万

か
ら
二
〇
万

へ
、
面
積

は
五

五
〇
平

方
k

m
か
ら

一
〇
〇
〇
平
方

k

m
へ
と

拡
大

し
て

い
る
。
ま
た

一
連

の
機
能
改
革

で
、
学
校
、
病
院

、

ク
ラ
イ

ス
管
轄

の
道

路
な
ど

の
イ

ン

フ
ラ
整
備
が
進

み
、

ゴ
ミ
処

理

の
広
域
化
も
実
施

さ
れ
た
。
し
か
し
、
統

一
し
た
行
政
、
計
画
、
投
資

が
可
能
な
均
質
的

ク

ラ
イ

ス
の

創

出
と

い
う
所

期

の
目
標

は
充
分

に
は
達
成

さ
れ
ず
、
住

民
数

四
四
、

一
万

の
ラ
イ

ン

・
ネ

ッ
カ
ー
と

八
、

四
万

の
ホ

ー

エ
ン
ロ
ー

エ
、

面
積
が

一
、
八
五
百
平
方

k
m
の
オ

ッ
フ

ェ
ン
バ

ッ
ハ
と

五
百
平
方

k

m
の
テ

ユ
ー
ビ

ン
ゲ

ン
の
各

ク

ラ
イ

ス
が
並
存

す
る
と

い
う
結

果

も

生

ん
だ

の
で
あ

る
。
そ

れ

で
も

な
お
不
満
を

も

つ
住
民

は
、

「民
主

的
行

政
改
革

同
盟
」

な

る
組
織
を
作

っ
て
州
議
会

の
解

散
を
目
指

す
署
名
活

動
を
行

っ
た

が

(有
権
者

の
六
分

の

一
で
可
能

)
、

こ

の
運
動
は

八

・
六
%

の
署
名
を
集

め
た
に
す
ぎ
ず
失
敗

に
終

わ

っ
た
。

ま
た
改
革
前

に
は
ゲ

マ
イ

ン
デ
市
長

の
約

四
分

の

一
が
ク

ラ
イ

ス
議
員
に
な
る

に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
改
革
後
は
そ

の
半
数
以
上

が
議

員

に
選
出

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
こ
か
ら

は
、
大
規
模
化

し
た
ク

ラ
イ

ス
の
中

で
、
市
長
た
ち
が
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
利
益
表
出

に
よ
り

敏
感

に
な

っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ

る
の
で
あ

る

な
お
、

人

口

一
〇
万
以
上

の
都
市

に
設
置
さ

れ
る
都
市
区
、
合
併
後

の
旧

ゲ

マ
イ

ン
デ
で
作
ら
れ
る
村
落
体

制
は
、

ニ
ー
ダ

ー
ザ

ク
セ

ン
州

の
場
合
と

ほ
ぼ
同

一
で
あ
り
、
後
者

の
詳
細
な
問
題

は
次
章
以

下
で
扱
う
。
ま

た
バ
ー

デ
ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州

で
設
け
ら
れ

た

=

の
地
域
連
合

(
国
Φ
ひq
δ
昌
巴
く
霞
σ
磐

島
)

は
、
主
と

し

て
土

地
整
備
計

画

に
関
わ
る

の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
し
た

い
。
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(注

1
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以

下

の

叙

述
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、

次

の

文

献
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。
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巴
ε
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『
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日

5

しu
国
傷
Φ
甲
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口
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梓
Φ
日

げ
2

0q
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冒
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需

ぼ
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注

同
閑

o
ヨ

日

ロ
昌
巴
芝
δ
o自
o
昌
ω
o
げ
四
沖
..噂
2
同
」

」

り
刈
昏
.

第

三
節

ヘ
ッ
セ
ン
州

ド
イ

ッ
の
中
央

部

に
位

置
し
、
同
国

で
は
中
規
模

の
領
域
と

人

口
数

(約
六
九

〇
万
人
)
を
も

つ

ヘ
ッ
セ

ン
州
は
、

や
は
り
大

戦
後

に

発
足
し
た
州

だ
が
、
そ

の
成
立

に
は
占
領
軍
当
局

の
思
惑

が
大
き

な
影

響
を
与
え

た
。
同
州
は
、
ヴ

ァ
イ

マ
ル
時
代

の

ヘ
ッ
セ

ン
州
と

旧

プ

ロ
イ
セ

ン
州
下

の

ヘ
ッ
セ

ン

・
ナ

ッ
サ
ウ
地
域

の
米
占
領
地
域

か
ら
成

っ
た
が
、

ラ
イ

ン
左
岸

の
ラ
イ

ン

ヘ
ッ
セ

ン
と

ラ
イ

ン
右
岸

の

ナ

ッ
サ
ウ

の
四

つ
の
ク

ラ
イ

ス
は
仏
占
領
軍

下
に
お

か
れ
、
そ
れ
ら
は
後

に
ラ
イ

ン
ラ
ン
ト

・
プ

フ
ァ
ル

ツ
州

に
帰
属

し
た

の
で
あ
る
。

ヘ
ッ
セ

ン
州
は
南
部

(行
政
地
域
と

し
て
の
ダ

ル
ム
シ

ュ
タ

ッ
ト
)
、
中
部

(同
ギ

ー
セ
ン

八

一
年

か
ら
)
、
北
部

(同
カ

ッ
セ
ル
)

に
分
か
れ
る
が
、
中

・
北
部
は

カ

ッ
セ
ル
な
ど

の
都
市

部
を
除
く
と

農
業
地
帯

で
あ
り
、
他
方
、
南
部

は
州

人

口
の
六
割

強
を
占

め
、
特

に
ド
イ

ツ
と

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
金
融

・
商
業

の
中
心
地

フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
を
含

む

ラ
イ

ン

・
マ
イ

ン
地
域

は
、
E
U
内

で
も

最
強

の
経
済

力

を
誇

る
地
域

で
あ
る
。
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呼
ば

れ
る
実
質
上

の
議
会

で
あ
り
、

メ
ン
バ
ー

の
任
期

は
四
年

で
、

い
た

(九
九
年
か
ら
は

五
%
条
項
を
も
た
な

い
累
積

・
分
割
投
票
制
に
よ
り
選
出
)
。
こ

の
議
会

が
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
す

べ
て
の
重
要
な
事
項
を

決
定
す

る
と
と
も

に
、
行

政
に
対
す

る
監
視
を
行
う
が
、
そ

の
議
長
は
市

長
で
は
な
く
構
成
員

の
中
か
ら
選
ば
れ

て
お
り
、
「独
自

の
」
議
会

議
長

の
存

在
は
、
参
事

会
制

の
本
質
的
な
構
成
部
分

の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
議
会

の
決
定
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま

で
の
プ

ロ
イ
セ

ン
邦

や
現

今

の
シ

ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ

・
ホ
ル
シ

ュ
タ
イ

ン
州

の
都
市

の
場
合
と
異
な

っ
て
参
事
会

の
承
認
を
得
る
必
要
は
な
く
、
そ

の
点

で

「
不
真
正

の
」

(
.、巨

。
。
ぽ
、、)
参
事

会
制
と
も
さ
れ
て

い
る
。

す
ぐ
後

で
述

べ
る
よ
う

に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州

の
自

治
体

は
参
事

会

制

(ζ
曽
笹
ω嘗
簿
ω<
Φ
§

ω
誓
コ
09
)

と

い
う

体

制
を

と

る
が
、

こ
れ
は

シ

ユ
タ
イ

ン
改

革

後

の
プ

ロ
イ

セ

ン

の
自

治

体

制

度

の
流

れ

を

汲

む

も

の

で
あ

り

、

一
八

六

六
年

に
プ

ロ
イ

セ

ン
邦

の

ナ

ッ
サ

ウ

・
ヘ

ッ
セ

ン
地

域

が

設

置

さ

れ

て
以

来

の
伝

統

に
基

づ

い

て

い
る

。

そ

の
後

、

ナ

チ

ス
時

代

に

は
指

導

者

原

則

に
基

づ

く

全

国

一
元

的

な

ド

イ

ツ

・
ゲ

マ
イ

ン

デ
法

が
施

行

さ

れ

、

戦

後

一
時

期

は

こ

れ

が

同

州

で
継

受

さ

れ

た

が

(ナ

チ

ス
的

規
定

を

除

き

)
、

五

二
年

の

ヘ

ッ
セ

ン

・
ゲ

マ
イ

ン

デ
法

(
H

G

O

)

で
参

事

会

制

が

復

活

し

、

以

降

そ

の
核

心

的

な

内

容

は

こ

ん

に
ち

ま

T
)

で
保
持

さ

れ

て

い
る

。

①

ゲ

マ
イ

ン
デ

ヘ

ッ
セ

ン
州

の
ゲ

マ
イ

ン
デ

は
、

い
ま

述

べ
た

よ
う

に
、

シ

ユ
レ

ス
ヴ

ィ

ヒ

・
ホ

ル

シ

ュ

タ

イ

ン
州

の
都
市

と

同

じ
く

参
事

会

制

を
と

る

(図

3
)
。

そ

の
最

高
機

関

は

、

ゲ

マ
イ

ン
デ

代
表

部

(O
Φ
ヨ
Φ
冒
脅

く
角
甫
卑
ロ
ロ
ぴq

都

市

で
は

Q。
富
鼻
く
興
霞
含

2
魯

く
興
。。国
B
巨

巨

oq
)

と

区

域

改

革
時

に
は

五

%
条

項

を
も

つ
比

例

代
表

制

選

挙

で
選

出

さ
れ

て
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都

市

に
お

い

て
参

事

会

(
ζ

曽
oq
一ωq
讐
-

農

村

で

は

O
Φ
ヨ
Φ
冒
匹
Φ
<
o
毎
雷
巳

)

と
呼

ば

れ

る
行

政

の
指

導

・
執

行

機

関

は

、

市

長

と

数

人

の
助

役

(
Q。
$
α
吋
鉾
-

農

村

で
は

ゆ
Φ
お
Φ
自

曾

0
5

)

で
構

成

さ

れ

、
市

長

が
議

長

を
勤

め

る

が

、

こ

の
機

関

は
同

僚

原

則
を

と

っ

て
お
り
、
市

長
は

「
同
輩
者

中

の
第

一
人
者
」

に
す
ぎ
な

い
。
即
ち
市

長
は
他

の
構
…成
員

へ
の
指
示
権
を
も
た
な

い
が
、

た
だ
他

の
同
僚

の
投

票
が
可
否

同
数

の
際
は
彼

(女
)

の
投
票

が
決
定
権
を
も

つ
。
各

ゲ

マ
イ

ン
デ
に
は
第

一
助
役

ほ
か
最
低

一
人

の
助
役

が
お
り

、
こ

の
職

に
は
専
任

職
と
名

誉
職

の
双
方

が
あ

る
が

(
原
則
的

に
は
名
誉

職
)
、
専
任
職

の
者

は
六
年

の
任
期

で
、
ま
た
名
誉

職

の
者

は
代
表

部

メ
ン
バ
ー
の
被
選
期

に
あ
わ
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会

に
よ
り
市
民

の
巾
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
市
長
と
助
役
は
議
会

の
議
席
は
も
ち
え
ず
、

ま
た
ゲ

マ
イ

ン
デ
を
代
表

す

る

の
は
参
事
会

で
あ

っ
て
、
参
事
会
と
議

会

の
相
互

の
独
立
性
が
強

い
の
が
参
事
会
制

の
最
大

の
特
色

で
あ

る
。な

お
九
三
年

の
州
憲
法
改
正

で
市
長
職
は
公
選
制

に
な

っ
た
が
、
参
事

会
制

の
基
本
的
な
枠
組

み
は
変

わ
ら
ず

、
こ

の
制
度
を
廃

止
し

た

シ

ュ
レ
ス
ヴ

ィ
ヒ

・
ホ
ル
シ

ュ
タ
イ

ン
州
と

は
異

な
り
、

ヘ
ッ
セ
ン
州
は
そ

の
仕
組

み
を
自
ら
は
な

お
参
事
会
制

と
呼

ん

で
こ
れ
を
維

持
し

て

い
る
。

②

ク
ラ
イ

ス

参

事
会

制

の
体

制
は

ク

ラ
イ

ス
に
も

妥
当

す

る
。
最

高
機

関
は

ク

ラ
イ

ス
議

会

で
、
決
定
機

関

で
あ

る
と
と
も

に
行

政
を
監
督
す

る

機
関

で
も

あ

る
。

メ
ン
バ

ー
は

四
年

任
期

で
選
挙

さ
れ

る
が
、
議
長

は
ゲ

マ
イ

ン
デ
代

表
部

の
場
合
と

同
様

に
そ

の
メ

ン
バ
ー

の
中
か

ら

選

ば

れ

る
。

第

二

の
機

関

は

、

ク

ラ
イ

ス
議

会

で
選

出

さ

れ
事

務

の
執

行

を

行

う

ク

ラ

イ

ス

理
事

会

で
、

そ

の

メ

ン
バ

ー

(内
邑

ω
び
Φ
碍
8
乙
器

叶Φ
)

は
郡
長

と
第

一
助
役
お
よ
び
最
低

一
人

の
助
役

で
あ

る
。
助
役
職
は

原
則
と

し

て
名
誉

職
だ
が
、
住
民
数

一
二

万
人
以
上

の
ク

ラ
イ

ス
で
は
専
任
職
を

お
く

こ
と
が

で
き
、
た
だ

し
そ

の
数

は
名
誉
職

の
そ
れ
を
超
え

る

こ
と
は

で
き
な

い
と
さ

れ
て

い

る
。

そ
し
て
最
後

に
、

州
ク

ラ
イ

ス
法

(
H
K
O
)

で
は
機
関
と

さ
れ
な

い
専
任
職
と

し

て
の
群
長
が
あ
り
、
彼

(女
)

は
ク

ラ
イ

ス
議



劉

会

に
よ

っ
て
六
年
任
期

で
選
ば
れ

(九

三
年

か
ら
は
公
選
制
)
、

ク
ラ
イ
ス
埋
事

会

の
議
長
と
し
て
行
政

の
指
導

に
直

接
あ
た
る
の
で
あ
る
。
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で
は
、

ヘ
ッ
セ
ン
州

で
は
区
域
改
革
は
ど

の
よ
う
な
経
過
を
辿

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

同
州

で
は
六

〇
年
代
後
半

に
、
当
時

の
野
党

で
あ

っ
た
C
D
U
と

F
D

P
か
ら
、
区
域
改

革

に

つ
い
て

の
個
別

の
案

が
そ
れ
ぞ

れ
出

さ

れ
た
が
、
S

P
D
下
の
州
政
府

は
六
六
年

に
改
革

の
た
め

の
委
員
会

を
発

足
さ
せ
、
彼
ら
は
六
八
年

に

「
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
行
政
力
強
化

の

た
め

の
鑑
定

書
」

を
政
府

に
提
出

し
た
。

こ

の
趨
勢
を
受

け

て
政
府

は
六
七
年

一
月

に
声

明
を
出
し
、
先
ず
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
自
発
的
統
合

を

目
指

す

「
方
向

付
け

の
段
階
」

が
開
始
さ
れ

た
。
次

い
で
、
七
〇
年

の
選
挙
後

に
発
足
し
た
S

P
D

・
F
D
P
政
権

の
連
合
協
定

に
基

づ

い
て
、
七

一
年

二
月

に
ク

ラ
イ

ス
の
改
革
を
規
定

し
た

い
わ
ゆ
る

「接
続
法
」

(,<
霞
ω
9

聾

帥q
Φ
ω
卑
N
..)
が
、
ま
た
七

四
年
半
ば

に

「実

施

の
段
階
」

と
し

て
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
合
併
を
法

的

に
定
め

る

い
わ

ゆ
る

「新
編

成
法

」

(..乞
o
ロ
oq
濠

畠
興
ま

mq
の
ゆq
Φ
ωΦ
けN
.、)
が
そ
れ

ぞ
れ
施

行

さ
れ

て
改
革
が
進
行

し
た

の
で
あ

る
。

ヘ
ッ
セ

ン
州

の
区
域
改
革

で
は
、
住
民

へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ

の
手
法

が
多
用

さ
れ
た

こ
と
が
特
徴

で
、
特

に
七

一
年

に
実
施

さ
れ
た

H　
貯
ω

(調
査

機
関

の
名
)

の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

が
有
名

で
あ

る
。
先
ず
、

「
方
向
付

け

の
段
階
」

で
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
数

は

二
、
六

四
二
か
ら

一
、

二
三
三

に
減
少
し
、
ま
た

二
〇
〇
人
未
満

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
は
廃

止
さ
れ
た
。

さ
ら

に

「
実
施

の
段
階
」

を
経

て
、
ゲ

マ
イ

ン
デ

の
数

は
最

終

的

に
四

二
六

に
な
り
、

ク
ラ
イ

ス

の
数

は
三
九
か
ら

二

一
に
減
少

し
た
。

そ

の
結
果
、

二
万
人
以
上

の
住
民
数
を
も

つ
ゲ

マ
イ

ン
デ
は

五
七
に
な
り
、

こ
こ
に
州
人

口
の
半
数
以
上
が

居
住
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

先
に
述

べ
た
よ
う

に
、

S
P
D
主
導

の
政
府
が
率

い
る

ヘ
ッ

セ

ン
州

で
は
、
自

治
体

の
区
域
は
比
較
的
大
規
模
な
面
積
を
も

つ
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
な
お

こ
の
う

ち

一
八
六

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
が

そ

の
歴
史
的
由

来
か
ら
、
な

い
し
は
州

の
授
権

で
市
を
名
乗

っ
て
い
る
。
ま

た
ク

ラ
イ

ス
に

つ
い
て
は
、
経
済
的
特
性
、
歴
史
的
文
化
的

伝
統

へ
の
顧
慮
と
と
も

に
、
中
心
都
市

へ
の
距
離
が

二
五
～
三
〇
k
m
で
あ
る
こ
と
が
目
指

さ
れ
て
、

「市

民
近
接
」

の
実

現
が
図

ら
れ
た
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が

、

住

民

の
帰

属

意

識

は
依

然

と

し

て
弱

い
と

さ

れ

て

い
る

。

ヘ

ッ
セ

ン
州

の
特

別
市

は
九

つ
か
ら

五

つ
に
減

っ
て
、

フ

ラ

ン
ク

フ
ル

ト
、

ダ

ル

ム

シ

ュ
タ

ッ
ト

、

カ

ッ
セ

ル
、

オ

ッ
フ

ェ
ン
バ

ッ

ハ
、

ヴ

ィ

ー
ズ

バ

ー

デ

ン
の

み
と

な

っ
た

。
従

来

の
特

別
市

だ

っ
た

フ
ル
ダ

、

ハ
ナ

ウ
、

マ
ー

ル
ブ

ル
ク

お

よ

び

ギ

ー

セ

ン
を

含

む

住

民

五
万

人

以

上

の
七

つ
の
都

市

は

「
特

例

市
」

(Qり
O
]口
α
Φ
同
ω什母
け口
ω
ーω
け蝉
傷
け)

と

し

て
、

ク

ラ

イ

ス

・
レ

ベ

ル

の
事

務

を

そ

の
高

権

の
範

囲

内

で
担

っ

て

い
る

。

や

や
煩

碩

だ

が

、

上

記

の

一
二

の
都

市

で

は

(現

在

は

公

選

さ

れ

る

)

市

長

を

O
ぴ
2

げ
⇔
お

霞
ヨ
Φ
一磐
窪

と

し

、

第

一
助

役

を

bU
⇔
お
霞
ヨ
色
の
8
『
と

し

て

い
る
。

な

お

ヘ

ッ
セ

ン
州

で

は

、
大

都

市

・
郊

外

問

題
解

決

の
た

め

に
、

七

二
年

に

カ

ッ
セ

ル

地
域

目
的

連

合

、

七

五
年

に

フ
ラ

ン

ク

フ
ル
ト

周

辺

部

連

合

が

設

立

さ

れ

た

が
、

こ

の
問

題

へ
の
論

及

は

や
は

り

行

論

の
必

要

性

上

か

ら
省

略

す

る

。

最

後

に
、

ヘ
ッ
セ

ン
州

の
村

落

体

制

で
あ

る
村

落

区

(
O
辱
ω
げ
Φ
N
一爵

)

に

つ
い

て
ふ

れ

て
お

こ
う

。
村

落

区

は

、

他

の
州

と

同

様

や
は

り

合

併

さ

れ

る
旧

ゲ

マ
イ

ン
デ

に
設

置

さ

れ

た
も

の

で
、
新

ゲ

マ
イ

ン

デ

の
議

会

で

の
決

定

で

設

け

ら

れ

、
村

落
住

民

の
利

益

を

守

る
た

め

の
も

の
と

さ
れ
た
。
そ

の
傘

下
に
村
落
諮
問
評
議
会

(
9

冨
げ
Φ
富

け
)

が
あ
り

、

メ
ン
バ
ー
は
ゲ

マ
イ

ン
デ
議
会

選
と
同
じ

日
に
村
落

住
民

に
よ

っ
て
選
出

さ
れ
、
任
期

は
五
年

で
あ

る
。
こ

の
評
議
会
は
決
定
機

関
で
は
な
く
諮
問
機

関

で
あ

っ
て
、
ゲ

マ
イ

ン
デ
議
会

の
決

定

に
際
し
、
村
落

に
然

る

べ
き
顧
慮

が
な
さ
れ
る
た
め

の
も

の
で
あ

る
。

一
九

八

一
年

の
段
階

で
は
、
四

二
六

の
ゲ

マ
イ

ン
デ
の
う

ち

三

一
五

の
そ
れ

で
傘

下
の
村
落

の
評
議
会

が
設
置
さ
れ

て

い
た
。
な
お
評
議
会

の
議
長

は
、
村
落

に
お
け
る
ゲ

マ
イ

ン
デ
行
政
支
部

の
長

で

も
あ

る
こ
と
を
付
言

し
て
お
く
。

(24)

(注

1

)
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西 ドイツにおける自治体の区域改革と政党システムの変容(一)25


